
【苫小牧医師会】日曜・祝日当番病院（市外局番 0144）

月　日
外科 内科

病院名 電話 病院名 電話

３月

10日㈰ 同樹会苫小牧病院 ㊱ 1221

苫小牧市夜間・休日急病センター
※�令和５年４月から、内科の休日
当番病・医院は夜間・休日急病
センターに統合されました。

㉜ 0099

17日㈰ 苫小牧日翔病院 � 7000

20日㈬ 苫小牧泌尿器科・循環器内科 �0455

24日㈰ 光洋いきいきクリニック �2700

31日㈰ にっしん泌尿器科クリニック �1100

　　　　　　右記二次元バーコードから町ホームページの
　　　　　　「苫小牧歯科医師会の休日当番医」を確認することができます。

室蘭地方気象台からのお知らせ
～８月 26 日は「火山防災の日」です～

　防災にまつわる記念日として、９月１日の「防災の日」や11月５日の「津波防災の日」があり
ますが、今年から８月26日が「火山防災の日」になりました。「火山防災の日」が制定された経
緯は、近年、富士山の市街地近くで新たな火口が発見されたこと等により、想定される火口の範
囲の拡大や桜島での大規模噴火の可能性が指摘されるなど、火山活動が活発化した際の備えが急
務となっており、国民の間に広く火山への関心と理解を深めていただくために制定されたもので
す。「火山防災の日」は、1911（明治44）年に浅間山（長野県と群馬県の県境）に日本で最初の
火山観測所が設置され、観測が始まった日にちなんでいます。
　日本は世界でも有数の火山国であり、その美しい景色を楽しむ登山や温泉などの生活を豊かに
する恩恵を受ける一方で、過去に数多くの火山災害に見舞われてきました。2014（平成26）年
９月27日に発生した長野県と岐阜県の県境に位置する御嶽山の噴火は、火口付近に居合わせた登
山者ら58名が死亡、行方不明５人、日本における戦後最悪の火山災害となりました。
　今後、「火山防災の日」には、国や自治体による講演会、イベントの開催や防災訓練などの行
事が実施されますので、火山を身近に知っていただき、火山防災に役立てていただきたいと思い
ます。
　気象庁では、最新の火山情報を登山者などにも迅速かつ的確に提供するため、気象庁ホーム
ページに「火山登山者向けの情報提供ページ」を開設しています。登山や観光などで火山周辺に
出向く際にはご活用ください。

【気象庁ホームページ　火山登山者向けの情報提供ページ】

https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/
STOCK/activity_info/map_0.html
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